　　　立憲主義・民主主義・個人の尊厳の回復、共謀罪法廃止、戦争法廃止、森友・加計
　　　　 疑惑徹底追及、辺野古新基地建設反対、安倍９条改憲反対、安倍内閣退陣
市民と野党の共闘で政治を変えましょう
　　　　　　呼びかけへの「賛同署名」にご協力ください
安倍内閣は安保法制(戦争法、2015年)とテロ等準備罪法(現代版治安維持法＝共謀罪法、2017年)を、憲法と国民の批判を無視して相次いで強行採決しました。この内閣は加計学園疑惑をはじめとする国政私物化の疑惑にまみれていますが、これらの強行採決は、国会に３分の２の議席がある内に、疑惑を隠し、危険な「軍事国家」をつくってしまおうとするものです。その上いま安倍内閣は憲法９条に自衛隊を明記する改憲への暴走を急いでおり予断を許しません。民主主義を破壊して「強行」と暴走を重ねる安倍政権を一日も早く退陣させなければたいへんです。
この思いから、いま全国で広範な市民と国民が立ちあがっています。参議院選挙(2016年)では全国32の1人区すべてで野党の統一候補を実現し、11の選挙区で自民党候補に勝利しました。東京都議選（2017年）でも自民党は歴史的な大敗北を喫し、安倍内閣の支持率は急落しています。
「戦争はいやだ調布市民の会」は2017年4月に「調布市民のつどい」を開き、市民のみなさんに「市民と野党の共闘で政治を変えよう」という呼びかけを発表しました。その主旨は「次の衆院選で295の小選挙区で野党統一候補が実現すれば、安倍政権を支える与党議員の議席を大きく減らし、安倍政権を退陣に追い込むことも可能」として、私たちが暮らす衆院22区(三鷹･稲城･調布･狛江)でも、野党統一候補を実現するために、野党各党と立候補を予定する方々に、「市民の願いに応え、一致できる政策を協議し、統一候補を実現する」よう求めようというものです。どうぞ呼びかけにご賛同ください。
 集約日は第1次を8月19日、第2次を同28日とします　 2017年7月21日　戦争はいやだ調布市民の会


私も呼びかけに賛同します
　　　私は、調布市民の会の呼びかけ「市民と野党の共闘で政治を変えよう」に賛同します。
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